
１ はじめに 

 水稲の種子伝染性病害に対する化学農薬を使用し

ない消毒法として温湯消毒が用いられている。最も一

般的な処理条件は 60℃10 分間の浸漬処理であるが、

山形県においては病害に対する防除効果と水稲種子

発芽率の関係から 60℃15 分間の浸漬処理を推奨して

いる 1)。

一方で、既存の温湯消毒の処理条件では十分な防除

効果が得られない事例が報告されており、主要病害で

あるばか苗病に対する防除効果を高めるためにはよ

り高温条件下での浸漬処理が有効であるが 2)、同時に

種子発芽率の低下が課題となっていた。 

近年、種子の事前乾燥処理により種籾の水分含量を

10%程度まで低下させることで高温耐性が高まり 65℃

10 分間の浸漬処理を行っても発芽率が大きく低下し

ないことが明らかとなり 4)、その技術を導入すること

で、ばか苗病をはじめとするイネ種子伝染性病害に対

する防除効果が既存の 60℃10 分間の浸漬処理よりも

向上することが報告されている 3)。 

しかし、本技術が山形県の主要水稲品種の発芽・苗

立ち及び苗の生育に及ぼす影響について調査された

事例はまだない。そこで、本研究では事前乾燥処理を

組み込んだ 65℃10 分間の浸漬処理が、山形県の水稲

奨励品種等に及ぼす影響を調査することで、本技術の

品種適応性を評価する。 

２ 試験方法 

（1）試験場所 山形県農業総合研究センター（山形市） 

（2）試験時期 2020 年 5～6 月

①事前乾燥 5/18、②浸漬処理 5/19

③播種 5/27、④調査 6/9～10

（3）供試品種 20 品種（山形県の水稲奨励品種等）

※供試種子はセンター内水稲奨励品種決定調査

圃場の 2019 年産サンプルを調整して使用

（4）試験区

①試験区：事前乾燥処理＋65℃10 分間浸漬処理

②対照区：65℃10 分間浸漬処理

③慣行区：60℃15 分間浸漬処理

（5）処理方法（事前乾燥、温湯消毒、浸種、催芽）

各区 400 粒（3 反復）をお茶パック（ポリエステ

ル製 7.0cm×9.4cm）に入れた。試験区は温湯浸漬

処理前に籾水分 7～9％を目安として 42℃の通風

乾燥機で 12 時間の事前乾燥後、4 時間経過した時

点で乾燥前の水分計（K 社 Riceter）の値から重量

換算で籾水分を求めた。温湯浸漬処理は恒温水槽

を用いて各区に応じた温度・時間で実施した。ま

た、浸種及び催芽処理は恒温器を用いて浸種

12℃-7 日間、催芽 30℃-20 時間で実施した。

（6）育苗試験

水稲用育苗箱（30×60 ㎝）の長辺を 12 分割し、

両端を除いた 10 区画を使用し、1 区画 400 粒ずつ

播種した。各品種と試験区の組み合わせごとに 3

反復を設け、播種後、育苗ハウス内で 2 葉期頃ま

でプール育苗を行った。

（7）調査項目

苗立率、苗の生育（苗丈、葉齢）

３ 試験結果及び考察 

（1）事前乾燥処理による籾水分の低下（表 1）

各供試品種の事前乾燥前の籾水分は一般的な

種籾（14%程度）よりも低い 9.2～11.0%であり、

事前乾燥後の籾水分は 6.6～8.4%まで低下した。

（2）苗立率（図 1）

慣行区では「ヒメノモチ」を除く 19 品種が 90%

以上であった。一方で、試験区及び対照区では、

「どまんなか」、「ササニシキ」、「里のゆき」、「こ

ゆきもち」、「でわのもち」の 5 品種が 80%台、「は

なの舞い」、「あきたこまち」、「山形糯 128 号」、

「ヒメノモチ」の 4 品種が 80％未満となった。ま

た、試験区と対照区を比較すると、「あきたこまち」

のみ対照区に比べて試験区の苗立率が約 9%高く

なったが、その他の 19 品種ではほとんど差がな

かった。以上の結果より、事前乾燥処理を行って

も、65℃10 分間の浸漬処理によって供試品種の約

半分は苗立率が 90%未満に低下した。なお、多く

の品種で事前乾燥処理による苗立率の差が見ら

れなかった要因としては、事前乾燥処理前の籾水

分が 10%程度と低かったことが推察される。

（3）苗丈、葉齢（図 1）

発芽した個体の生育については、同一品種の試

験区間に大きな差はなかった。
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４ まとめ 

山形県の水稲奨励品種等 20 品種に対する 65℃10

分間の温湯浸漬処理の結果、事前乾燥処理を行った

場合であっても糯品種や早生～中生品種を中心と

した 9 品種で慣行法に比べて苗立率が低下し、90%

未満となった。一方で山形県の主力品種となってい

る「はえぬき」、「つや姫」等の中晩生～晩生品種を

中心とした 11 品種については、事前乾燥の有無に

関わらず籾水分が 10%程度以下であれば 65℃10 分

間の温湯処理でも 90%以上の苗立率を維持し、苗の

生育にも影響がなかった。このことから、事前乾燥

処理等による籾水分の低下が種籾の高温耐性向上

に及ぼす効果には品種間差がある可能性が示唆さ

れた。なお、温湯消毒は慣行法においても、糯品種

や割籾の発生割合が多い種籾で発芽・苗立率の低下

を招くことが知られている。本試験では割籾調査を

実施していないが、苗立率低下の一因として各供試

種子の割籾程度が影響した可能性も考えられる。 
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表１ 種籾の水分 
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図１ 苗立率及び苗の生育 

事前乾燥前
（%）

事前乾燥後
(%)

1 はなの舞い(7/28) 9.6 6.9

2 あきたこまち(7/30) 9.2 6.6

3 どまんなか(7/30) 10.2 7.5

4 ササニシキ(7/31) 10.9 8.2

5 ひとめぼれ(7/31) 10.7 8.1

6 はえぬき(8/1) 10.6 8.0

7 山形95号(7/31) 10.3 7.8

8 雪若丸(8/1) 10.5 8.0

9 コシヒカリ(8/6) 10.6 8.0

10 つや姫(8/6) 11.0 8.4

11 出羽きらり(8/2) 10.5 7.9

12 里のゆき(7/29) 10.3 7.7

13 出羽燦々(7/31) 10.7 8.0

14 出羽の里(8/1) 10.5 7.8

15 雪女神(7/30) 10.6 7.8

16 美山錦(7/29) 10.8 8.0

17 山形糯128号(7/28) 10.8 8.1

18 ヒメノモチ(7/29) 10.4 7.7

19 こゆきもち(7/30) 10.5 7.9

20 でわのもち(8/2) 9.9 7.1

供試品種
（参考：2019年出穂期）
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